
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                           

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2015介護保険法改正案に関する議員要請行動を実施！ 

 

 

結果を報告する鹿嶋社協ネット代表 参議院議員会館 101会議室にて 

 

001 

2014年 3月 4日発行 

介護保険法改正案の国会審議において介護現場の声を反映

してもらうことを目的として、社会福祉評議会は 2月 21日、

厚生労働委員会の委員に対して要請行動を実施した。 

要請は社会福祉評議会介護部会、社協ネット幹事を中心に

各グループに分かれて、議員を訪問し「要支援者に対する訪

問介護と通所介護は予防給付として継続すること」を訴える

とともに、普段の職場で起きていること、感じていることを

伝えた。 

要請行動後には各幹事から行動の結果を報告し合った。  

要支援者に対する訪問介護と通所介護は予防給付としての継続を求める 

 

 

西村まさみ議員に対して職場で起きている状況を訴える(左か

ら)森介護部会副部会長と山田介護部会幹事 

 参加した幹事からの感想 

・議員会館に来るのは初めてで、迷いながら到着した。

実際の面談では話を熱心に聴いてくれた議員もおり

とてもよかった。 

・議員本人の応対がとてもよく、こちらの事例や困っ

ていることの具体的な情報をほしいと言ってくれた。 

・現場の状況をもっと教えてほしいと言われたが、議

員にももっと実際の現場を見に来てほしいと思った。 

・実際に話をして同じ課題認識をされているが、やは

り本当の現場の状況を知っているようには思えない

のでもっと知ってほしいと思った。 

・議員本人には会えず秘書が対応してくれたが、法改

正については熟知しており、議員本人への繋ぎと国会

での協力も期待できると感じた。 

訪問先議員 
  

衆議員 
 

参議院 
 

名前 党派 名前 党派 

山井和則 民主 津田弥太郎 民主 

上野ひろし 維新 長沢広明 公明 

古屋範子 公明 足立信也 民主 

大西健介 民主 小西洋之 民主 

中根康浩 民主 西村まさみ 民主 

長妻昭 民主 森本真治 民主 

柚木道義 民主 浜田昌良 公明 

足立康史 維新 山口和之 みんな 

浦野靖人 維新 薬師寺みちよ みんな 

清水鴻一郎 維新 東徹 維新 

重徳和彦 維新 福島みずほ 社民 

輿水恵一 公明 
  

桝屋敬悟 公明 
  

中島克仁 みんな 
  

井坂信彦 結い 
  

阿部知子 無所属 
  

 

結果報告には自治労組織内議員のあいはらくみこ

参議院議員、えさきたかし参議院議員もかけつけ、現

場の声を反映していくために今後もいっそうの連携

をはかっていくとのあいさつがあった。 

  

訪問の際には、議員

本人に直接会えなか

った場合もあったが、

要請に対応していた

だいた議員、秘書の中

では、要請内容につい

て一定の理解を示し

ていただき、前向きに

検討する、という反応

をえられた。また、秘

書より議員本人は直

接、意見交換をしたか

ったが残念ながら不

在にせざるをえなか

ったと、伝えられた場

合もあった。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

あなたの自治体では、自治体に対し

て 要請行動を行いましたか？ 

自治労本部は 11月の中旬、自治労各

県本部を通じて「介護保険制度改正にお

ける自治体対策」の取り組みを要請し

た。 

その際のモデル要請では「政府におけ

る介護保険制度の改正にあたっては、要

支援者に対する訪問介護と通所介護は、

予防給付として継続すること」を要請内

容としている。 

自治労本部には現時点で 13県本部か

らの報告を受け、実施要請数については

以下の通り把握をしている。 

●県本部が実施の要請先団体等数  

知事 10、市長会 7、町村会 7 

●単組が実施の要請先自治体数 

県 3、市 41、町 18（合計 62自治体） 

要請に対しては「重要課題として認識

している。意見反映を行いたい」、「サー

ビスが低下していかないよう対応した

い」などの協力的な回答を受けたところ

もある。 

まだ未実施であれば、ぜひとも皆さん

の自治体に対して、単組・県本部と連携

して行動をおこしてほしい。 

 

 

 

 

自治労第 35回全国町村職総決起集会に 

「かいごり君」 が登場！！ 

奇しくも介護保険法改正案に関する議員要請行動が行わ

れた同日 2月 21日に開催された標記集会での国会請願デモ

では、かいごり君が登場した。本来ならば 2013介護・地域

福祉集会（台風の接近の影響のため中止）のデモで登場す

るはずだったが、町村職の参加者の理解と協力によってか

いごり君によるアピールが実現した。 

 

 

要請行動では、アピールチラシ（上記掲載）を持って、予防給

付としての継続を求める理由を訴えた。 
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